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西南日本外帯では今から約 1500 万年前，日本列島形成に伴うプレートの急速な回
転運動や，地殻の垂直運動といったテクトニックな現象が多く起こった。紀伊半島で
は，これと同時期に数 10 万年間という限られた期間にだけ活動した火成岩が見られ
る。これらの火成岩は，その成因とテクトニックな現象との間に深い関係を持つとさ
れ，多くの研究がなされてきた。しかし，紀伊半島に分布する他の火成岩体との全岩
化学組成の比較は行われているが 1)，熊野酸性火成岩類のみの各岩体についての詳細
な化学組成や，同位体比による成因の検討はほとんど行われていない。そのため本研
究では岩石化学的観点から熊野酸性火成岩類の各岩体についての比較を行い，その成
因を考察した。熊野酸性火成岩類は，紀伊半島南東部，三重県尾鷲市から和歌山県那
智勝浦町にかけて分布し，現存する体積が数 100	 km3 にも及ぶ火山−深成岩複合岩体
である。噴火，貫入順は，神ノ木流紋岩の噴火，流紋岩質凝灰岩の噴出，熊野花崗斑
岩の貫入となっている。和歌山県古座川地域に分布する，凝灰岩と花崗斑岩から成る
古座弧状岩脈も熊野酸性火成岩類に含まれ，熊野酸性火成岩類の最末期に活動したと
されている 2)。	 
全岩化学組成分析において，主成分元素 10 元素，微量成分元素 14 元素について
は溶融ガラスビード法で波長分散型蛍光 X 線分析装置を用いて測定を行い，Sc，Pm
を除く希土類元素15元素については Inを内標準物質とした内標準検量線法で誘導結
合プラズマ質量分析装置を用いて測定した。87Sr/86Sr 同位体比の測定については表
面電離型磁場型質量分析装置を用いて測定を行った。	 
全岩化学組成分析の結果から，
熊野酸性火成岩類はいずれの岩
体においても Sタイプ花崗岩類
に分類され，堆積物が成因に関
係している可能性が高い。また，
主成分元素，微量成分元素のハ
ーカー図より，いずれの元素に
おいても同一の組成トレンドを
形成した。希土類元素組成より，
全体的に軽希土類元素 (以後
LREE)に富み，重希土類元素は
水平で，負の Eu 異常がみられ
図 1 熊野酸性火成岩類の REE パターン図 
るパターン(図 1)を示した。このことから，熊野酸性火成岩類の各岩体は同一起源物
質によって形成された可能性が高い。しかし，希土類元素パターンにおいてはおおむ
ね同様のパターンを示すものの，LREE では組成に変化が現れた。LREE の枯渇し
た岩体は比較的 SiO2 量が多いことから，マグマの結晶分化が起きていた可能性が考
えられる。REE パターンに見られる負の Eu 異常は斜長石中の灰長石成分の結晶分
化によって生じると考えられるため，熊野酸性火成岩類は結晶分化が進行していた可
能性が高く，LREE の含有量に影響を及ぼした可能性がある。しかし神ノ木流紋岩と
古座川弧状岩脈は負の Eu 異常の値が SiO2 量の増加によって変化しているが，南岩
体においては SiO2 量の変化によって負の Eu 異常の値は神ノ木流紋岩，古座川弧状
岩脈ほど大きく変化しない。また，Sr 同位体初生比	 (以後 SrI)において，南岩体は
SiO2 量と SrI との間に負の相関関係を示すため，熊野酸性火成岩類の化学組成の変
化を結晶分化作用以外の要因についても考える必要がある。	 
SrI と 1000/Sr の関係では，熊野
酸性火成岩類は各岩体で異なる傾
向を示した(図 2)。SrI は結晶分化作
用によって変化しないため，化学組
成の変化は，マグマの結晶分化作用
以外にも，マグマの混合，同化作用
の影響を受けていた可能性が高い。
熊野酸性火成岩類の SrI は，LREE
の合計値とも相関を示すことから，
LREE のような微量元素の組成の
差は，結晶分化作用の影響よりも，
マグマの混合，同化作用の影響を強
く受けている可能性が高い。そこで，南岩体に見られた SrI のトレンドを形成する両
端の組成をもつ試料をそれぞれ端成分とし，両端成分の成因を考察した。一方の端成
分については，堆積物とほぼ同等の化学組成を示す事から堆積物の溶融によって形成
されたメルトである可能性が高い。これに対をなす端成分はマントル物質もしくは下
部地殻物質が大陸性の地殻物質と混合したメルトであるか，もしくは混合したメルト
が結晶分化したメルトの組成を表している可能性がある。	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